平成２５年度水戸市協働事業
の選定に係る審査について
答　申

平成25年３月22日

水戸市協働推進委員会
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平成25年度水戸市協働事業の選定に係る審査

審査結果及び全体講評

【 審査結果 】

本委員会における審査の結果は，次のとおりである。

推薦する事業
· ノーバディーズ・パーフェクト！（ＮＰ）完璧な親なんていない！

· 水戸の子育て情報誌づくり

· 子どもとおとなが築くコミュニティアート―《放課後の学校クラブ》の定着と拡張を目指して

· Let’s DANCE!!～ダンスをみんなで楽しもう！～
【 全体講評 】
平成25年度水戸市協働事業の公募に対しては，５件の協働事業が提案され，３月１日に公開プレゼンテーションが実施された。このうち，前年度からの継続が３事業あり，新規が２事業であった。

従来は，環境や福祉分野での提案が多かったが，今回は，子どもの教育に関する提案が多くあり，協働事業提案制度も４年目に突入し，新たな局面を迎えていると感じた。
継続事業として提案のあった事業のうち，「ノーバディーズ・パーフェクト！（ＮＰ）完璧な親なんていない！」は， 23うち，前年度からの継続となる事業が１指して」んていない！」



























































































協働事業提案制度を活用した協働事業としては平成25年度で最終年度となることから，市の担当課とともに，今後の展望を持って，さらなる事業の向上に取り組んでいただきたい。
また，新規事業のうち，「Let’s DANCE!!～ダンスをみんなで楽しもう！～」は，委員のうち２人が満点の評価をし，“先見性・独創性”や“協働の必要性”の面で，全体的に高く評価された。
事業の実施に当たっては，提案団体と市の担当課とが十分協議し，特に予算面についてはできる限り効率化を図り，経費の堅実な執行及び補助金の適正な運用を心掛けていただきたい。
さらに，参加者のニーズの把握に努め，適切に事業に反映させるなど，市民の目線に立った事業運営を進めていただきたい。
今回の審査については，これまでの「自由提案型」のほか，「行政課題提示型」メニューを加えて募集を行ったが，新規が２事業のみであったことから，本制度を通して，市民が協働についての理解や関心を深め，市民活動の裾野がますます広がっていくよう，市には，これまで以上に広報や啓発に一層努めていただきたい。

市民活動団体と市とが，お互いの特性を生かしながら公益的な事業に取り組み，市民と行政との協働によるまちづくりが一層発展していくことを期待している。
各事業の概要及び委員会意見

	提案事業名
	Let’s DANCE!!～ダンスをみんなで楽しもう！～
	推薦する

（325点）

	提案団体

Ｗ_αＬＰＨＡ（ダブルアルファ）
	市の担当課

総合教育研究所

	事業の概要
	専門的なダンス授業の展開及び授業システムの確立
平成23年度から小学校で，平成24年度から中学校でダンスが体育授業の一環として必修化される中，学校現場では，より専門性の高い授業が求められている。

このことから，ダンスのインストラクターによる教員向け講習会を実施し，生徒たちへの指導方法や評価マニュアルを確立するとともに，各学校でモデル授業を展開することによって，ダンスの楽しさを浸透させ，社会的地位や認知度を高める。

	委員会意見
	本事業は，全審査項目において高い評価が得られた。時流に沿った行政課題に対し，提案団体の専門性が生かせるとともに，提案団体と市にとってもメリットが得られる事業といえる。
提案団体は，市の担当課と連携を密にし，学校及び担当教諭との信頼関係を築き，よりよい授業を展開できるよう，お互いの理解を深めてほしい。
また，提案団体の構成員が変わっても，同等の授業が展開できるよう，事業のマニュアル化に努めてほしい。

市の担当課は，学校をはじめとする関係機関との連携を図るとともに，学校の教員については，自校のみならず，他校での授業にも参加できる体制を整えて，研修機会の拡大に努めてほしい。
この事業を実施することで，生徒が学校へ行くことや生き生きと生活することへの動機付けにつながり，ダンスを通して協調性やコミュニケーション能力が向上し，教員と生徒の交流を促進できるような副次的な効果にも期待したい。



	提案事業名
	水戸の子育て情報誌づくり
	推薦する

（309点）

	提案団体

水戸子育てネットワーク「みとこみ」
	市の担当課

子ども課

	事業の概要
	「子育て中の“まま目線”」による子育て情報誌の作成

初めて子育てする親や水戸に引っ越してきた親などが知りたい情報を，子育て中の“まま目線”で発信する。これまで見落とされがちだった事柄に着目し，自身も子育て中の母親たちが，情報収集や意見交換を重ねて，より身近な視点に立った子育て情報誌及び子育てマップを作成する。

　　作成部数：5,000部

	委員会意見
	本事業は，子育て中の親の視点や自由な発想を生かした事業として平成24年度にスタートしたものであり，期待以上の成果をあげたものと考えている。
提案団体は，平成24年度に築いたネットワークやノウハウを生かし，さらなる事業の展開に努めてほしい。

平成24年度版の情報誌を配布する際には，ダウンロードができるＨＰのアドレスやＱＲコード等を記載した一枚の鑑を添付するとともに，情報誌に関する意見や要望を聞くことにより，幅広い層から改善点を収集することによって，よりよい情報誌づくりを期待する。
また，「市民ライター養成講座」等を活用し，情報誌作成の技術向上を図ったり，親子が多く集まる講座やイベント等に参加し，情報誌利用者の生の声を集めたりすることも，質の高い情報誌の提供には効果的である。
市の担当課は，効果的な配布手段を助言するとともに，携帯電話等の情報端末機の活用等，多様な意見を取り入れるシステムについて，提案団体とともに，検討に取り組んでいただきたい。




	提案事業名
	ノーバディーズ・パーフェクト！（ＮＰ）
完璧な親なんていない！
	推薦する

（281点）

	提案団体

特定非営利活動法人子育て支援グループひまわりのお家
	市の担当課

保健センター

	事業の概要
	１　ノーバディーズ・パーフェクト(ＮＰ)講座

認定ファシリテーターが講師となり，参加者が子育ての悩みや関心事についてお互いに話し合いながら，親の自信回復や，孤立育児の解消，虐待未然防止につなげていく参加型の連続講座を実施する。

日時：全６回講座：９～10月開催予定（10：00～12：00）

場所：水戸市保健センター　保育あり

２　ドロップインプログラム(ＤＰ)

ＮＰ講座の参加者以外も自由に参加でき，講座終了後も，支援が必要と思われる親子については，保健センターと連携し，フォローを行いながら，虐待未然防止につなげていく講座を実施する。

対象：子どもをもつ親（ＮＰ講座参加者に限定しない）

日時：全12回：４月～３月開催予定（10：00～12：00）

場所：ひまわりのお家　保育あり

	委員会意見
	２年間の継続事業の成果として，市の担当課とのスムーズな連携のもと，提案団体の専門性が生かされ，昨今の地域課題や市民ニーズに応えた事業を展開していることは高く評価されたが，子育ては母親だけの問題ではないということを，この機会を通して活発に広めていただきたい。
また，この事業の認知度をさらに高めるために，ドロップインプログラム（ＤＰ）等で，父親の積極的な関わりや地域住民等との交流，多世代交流を図る企画を検討していただきたい。

さらに，各講座の参加者が全体のごく一部分であり，支援を必要としている対象者は，潜在的に多くいると考えられることから，市の担当課は，保健所等関係機関との連携を深め，さらなる掘り起こしを図るとともに，今後も，継続して事業に取り組める体制づくりを促進していただきたい。



	提案事業名
	子どもとおとなが築くコミュニティアート

―《放課後の学校クラブ》の定着と拡張を目指して
	推薦する

（281点）

	提案団体

放課後の学校クラブ実行委員会
	市の担当課

総合教育研究所

	事業の概要
	１　放課後の学校クラブの実施とモデル化の検討
子どもとおとなが放課後の学校でやりたいことやできることを話し合いながら，各々が主役となる「もうひとつの学校」をつくるため，市立浜田小学校をモデル校として，「放課後の学校クラブ」を実施する。
また，事業の定着と普及に向け，学校関係者との連携を強化するための会議も実施する。
さらに，水戸芸術館で開催される「こども・こらぼ・らぼ」に親子で参加し，水戸芸術館の音楽コンサートや美術鑑賞ツアー，演劇のワークショップなどを体験してもらう。
２　活動普及事業

「放課後の学校クラブだより」の発行やＷＥＢサイトの運営，外部から専門家を招いてのシンポジウムの開催等を行う。

	委員会意見
	公開プレゼンテーションの際に，「必ずしも学校側の十分な理解を得られる段階に至っていない」とあったが，従来の学校の施策や組織の在り方を否定し，「放課後の学校クラブ」の活動のみを推し進めるのでは，よりよい関係は構築できない。

お互いの役割や立場を明確にし，「放課後子ども教室」や「開放学級」等の従来の事業と共存できるような方法を模索してほしい。

また，提案団体のノウハウやスキルが効果的に発揮でき，本制度終了後も，引き続き事業が継続されるよう努めていただきたい。
市の担当課は，提案団体と連携し，浜田小学校をはじめ，他の学校への波及とともに，関係機関等の信頼を得られるよう，放課後活動の定着と拡充について，検討を進めていただきたい。
さらに，各活動の実施に当たっては，事故が起こった際の責任の所在と保険の加入の是非を含め，危機管理の面での検討を行っていただきたい。



	提案事業名
	親子が幸せになる６つのヒント
	推薦しない
（227点）

	提案団体

特定非営利活動法人ひと・まちねっとわーく
	市の担当課

生涯学習課

（みと好文カレッジ）

	事業の概要
	「親子の幸せ」をテーマとした講座の実施
地域社会のつながりが希薄になっている現代において，子育て等の悩みを相談できず，孤立している人が多く見られる。

このことから，お互いが支え合い，誰もが生き生きと自分らしくいられるような環境づくりを図るため，「親子の幸せ」をテーマに，４か月間で６回の講座を行う。
参加者（親）に対し，講演，食育・調理実習，宿泊学習，茶話会を通じて親子関係を振り返るきっかけを与えることにもなり，子育てに関する改善点を見出す機会づくりにもつながる。

	委員会意見
	今回の提案は，社会情勢が大きく変動する中で，地域課題を解決するものであり，子育てに大きな不安を感じている若い親の不安や悩みを　解消するうえで，市民ニーズや要望が高い事業である。
プレゼンテーションスキルは非常に高く，提案団体の熱意は伝わったが，提案書，補足説明資料と，内容が連動していないように感じ，事業実施における協働の必要性，最終目標などが要件として十分でなかった。
また，参加者の自立性をどのように高めるのか，受講後の活動支援の手法が不明瞭であり，社会全体の利益につながるような事業としての精査が必要である。
このことから，市で進めている生涯学習事業との関連性や役割分担を明確にし，協働する利点や効果をさらに打ち出した取組み，当事者の自立を促し，活動の場を提供するというような斬新で具体的な切り口での再提案を期待するものである。



選考過程・基準

【 選考過程 】

協働事業提案書をもとに，３月１日に実施された公開プレゼンテーションにおいて，事業の概要や協働による効果，役割分担，収支計画などについて, 提案団体から説明を受けた。また，提案団体及び市の担当課に対して，委員による質疑応答を行った。

その後，全体での審査において，全委員の総合得点をもとに，各提案事業について，公共性や協働の必要性などの面から，協働事業として実施すべきか否かについて審査した。また，効率性や役割分担など，事業に取り組むに当たって，提案団体と市の担当課とがさらに協議を深めるべき事項について意見した。

【 選考基準 】

提案書類と公開プレゼンテーションをもとに，８つの審査項目に沿って採点した。各委員の持ち点を40点とし，全委員の採点を合計した総合得点を審査の基礎とした。
また，今回の審査では，提案団体のスキルアップと，より質の高い事業提案を促進するため，総合得点の６割にあたる240点を推薦に値するかどうかの基準として設定した。
審査項目及び審査の視点（40点満点）

	審査項目
	審査の視点
	配点

	先見性・独創性
	新たな着想や創意工夫があるか
	５

	事業の公共性
	不特定多数の利益，社会全体の利益につながるか
	５

	ニーズの理解
	社会的課題や市民ニーズをとらえているか
	５

	協働の必要度
	協働による相乗効果が期待できるか
	５

	事業の将来性
	成果の活用や波及効果など将来展望が明確か
	５

	手段の効率性
	労力や経費などの見積りが適切か
	５

	役割分担
	自立性を尊重し，お互いの長所を生かしているか
	５

	実現可能性
	自己資金の確保や企画内容が実現可能か
	５


水戸市協働推進委員会委員名簿

	氏名
	所属等
	組織区分

	委員長
	金本　節子
	茨城大学 
人文学部教授
	学識経験者

	副委員長
	奥山　眞知
	常磐大学 
人間科学部教授
	

	
	大野　　覚
	認定ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ

理事･事務局次長
	ＮＰＯ代表

	
	平沼　賢治
	水戸市ボランティア連絡協議会
副会長
	ボランティア代表

	
	大槻　義光
	水戸市住みよいまちづくり推進協議会　

常任理事
	コミュニティ代表

	
	鹿倉よし江
	水戸女性会議

会長
	女性団体

代表

	
	石川　浩之
	水戸商工会議所

地域資源振興課長
	関係団体

	
	沢畑　樹彦
	社団法人　水戸青年会議所

2013年度　専務理事
	

	
	久保　　隆
	
	公募市民

	
	坂場　一栄
	
	


【任期】

　平成25年２月７日から平成27年２月６日まで（２年間）

【参考資料】水戸市協働推進委員会抜粋

（任期)
第４条　委員の任期は，２年とする。ただし，補欠により委嘱された委員の任期は，前任者の残任期間とする。
















































